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(57)【要約】
【課題】表示画素の静電気破壊を防止して画面異常等に
よる不良を低下させ、生産歩留まりを向上させる液晶表
示装置を提供することを目的とする。
【解決手段】互いに対向して配置された一対の基板３、
４と、一対の基板３、４間に挟持された液晶層ＬＱと、
マトリクス状に配置された複数の表示画素ＰＸからなる
表示部ＤＹＰと、を有する液晶表示装置であって、表示
部ＤＹＰの駆動信号が供給される実装電極Ｅ１と、実装
電極Ｅ１の近傍に配置されたバス配線ＷＢと、バス配線
ＷＢと実装電極Ｅ１との間に配置されたフロート電極Ｅ
Ｆと、を有し、フロート電極ＥＦは第１電荷誘導部ＥＦ
１を有し、電荷誘導部ＥＦ１は、抵抗部Ｒに接続された
第２電荷誘導部Ｒ１と対向して配置され、抵抗部Ｒは、
短絡線ＷＳに接続されている液晶表示装置。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに対向して配置された一対の基板と、前記一対の基板間に挟持された液晶層と、マ
トリクス状に配置された複数の表示画素からなる表示部と、を有する液晶表示装置であっ
て、
　前記表示部の駆動信号が供給される実装電極と、
　前記実装電極の近傍に配置されたバス配線と、
　前記バス配線と前記実装電極との間に配置されたフロート電極と、を有し、
　前記フロート電極は第１電荷誘導部を有し、
　前記電荷誘導部は、抵抗部に接続された第２電荷誘導部と対向して配置され、
　前記抵抗部は、短絡線に接続されている液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第１電荷誘導部は、鋭角の第１先端部を有し、
　前記第２電荷誘導部は、前記第１先端部と対向して配置された鋭角の第２先端部を有す
る請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記抵抗部は、薄膜トランジスタを有している請求項１記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
この発明は、液晶表示装置に関し、特に、アクティブマトリクス型の液晶表示装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置等の表示装置は、互いに対向するアレイ基板及び対向基板から成り、マト
リクス状の表示画素によって構成された表示部を備えている。この表示部は、表示画素の
行方向に沿って延在する複数の走査線、表示画素の列方向に沿って延在する複数の信号線
等の各種配線を備えている。これら各走査線及び各信号線は、表示部の外周部に引き出さ
れている。
【０００３】
　表示部の外周部には各走査線及び各信号線等の各種配線が接続された複数の電極が配置
されている。この複数の電極には表示部に駆動信号を供給する駆動ＩＣやフレキシブル配
線基板などの駆動信号源が実装される。
【０００４】
　近年では、大型基板を用いて上記表示装置を製造する製造工程が普及している。大型基
板を用いて表示装置を製造すると、基板面での帯電量も増加し、静電気によって、表示画
素等が破壊され、製造歩留まりの原因となることがあった。
【０００５】
　従来、静電気からデバイスを保護する機能を損なうことなく、デバイスの電気的な検査
を容易かつ高精度で行うことができる液晶表示装置が提案されている（特許文献１参照）
。
【特許文献１】特開２００２－９９２２４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、上記の液晶表示装置では、短絡線に帯電した電荷を誘導する前に抵抗が配置さ
れている。導電層と短絡線との間に抵抗が配置されると、導電層に帯電した電荷が短絡線
に誘導されにくくなるため、導電層に帯電した静電気が実装電極に誘導されて、表示画素
が破壊される場合があった。
【０００７】
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　本発明は上記の問題点に鑑みてなされたものであって、表示画素の静電気破壊を防止し
て画面異常等による不良を低下させ、生産歩留まりを向上させる液晶表示装置を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の態様による液晶表示装置は、互いに対向して配置された一対の基板と、前記一
対の基板間に挟持された液晶層と、マトリクス状に配置された複数の表示画素からなる表
示部と、を有する液晶表示装置であって、前記表示部の駆動信号が供給される実装電極と
、前記実装電極の近傍に配置されたバス配線と、前記バス配線と前記実装電極との間に配
置されたフロート電極と、を有し、前記フロート電極は第１電荷誘導部を有し、前記電荷
誘導部は、抵抗部に接続された第２電荷誘導部と対向して配置され、前記抵抗部は、短絡
線に接続されている。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明によれば、表示画素の静電気破壊を防止して画面異常等による不良を低下させ
、生産歩留まりを向上させる液晶表示装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明に係る表示装置について図面を参照して説明する。本発明の一実施形態に
係る表示装置は、例えば図１に示すような略矩形平板状の液晶表示パネル１を備えた液晶
表示装置である。
【００１１】
　液晶表示パネル１は、対向して配置された一対の基板すなわちアレイ基板３及び対向基
板４と、これら一対の基板の間に光変調層として保持された液晶層ＬＱと、によって構成
されている。
【００１２】
　この液晶表示パネル１は、画像を表示する略矩形状の表示部ＤＹＰと表示部ＤＹＰを囲
む周辺部１２とを備えている。表示部ＤＹＰは、マトリクス状に配置された複数の表示画
素ＰＸによって構成されている。
【００１３】
　アレイ基板３は、表示部ＤＹＰに配置された、配線、例えば、表示画素ＰＸの行方向に
沿って延在する複数の走査線Ｙ（１、２、３、…、ｍ）や、表示画素ＰＸの列方向に沿っ
て延在する複数の信号線Ｘ（１、２、３、…、ｎ）を備えている。
【００１４】
　また、アレイ基板３は、表示部ＤＹＰにおいて、これらの各種配線の他に、走査線Ｙと
信号線Ｘとの交差部付近において表示画素ＰＸ毎に配置された画素スイッチＳＷ１、画素
スイッチＳＷ１に接続された画素電極ＰＥ等を備えている。
【００１５】
　画素スイッチＳＷ１のゲート電極ＧＥは、対応する走査線Ｙに電気的に接続されている
（あるいは走査線と一体に形成されている）。画素スイッチＳＷ１のソース電極ＳＥは、
対応する信号線Ｘに電気的に接続されている（あるいは信号線と一体に形成されている）
。画素スイッチＳＷ１のドレイン電極ＤＥは、対応する表示画素ＰＸの画素電極ＰＥに電
気的に接続されている。画素電極ＰＥの表面は、配向膜（図示せず）によって覆われてい
る。
【００１６】
　上記の液晶表示パネル１は、表示部ＤＹＰを囲む周辺部１２のうちの、対向基板４の端
部４Ｅより外方に延在したアレイ基板３の延在部３Ａ上に、表示部ＤＹＰに駆動信号を供
給する駆動信号源として機能する駆動ＩＣを接続する第１接続部ＣＡ１と、フレキシブル
基板ＦＰＣを接続する第２接続部ＣＡ２とを有している。
【００１７】
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　第１接続部ＣＡ１の入力端子Ｅ１には、フレキシブル基板ＦＰＣからの信号等が入力さ
れる。第１接続部ＣＡ１の出力端子Ｅ２には、表示部ＤＹＰに延びる配線Ｗ１が電気的に
接続されている。配線Ｗ１は、信号線Ｘや走査線Ｙの他にコモン電位を供給するコモン配
線（図示せず）等に接続される配線である。
【００１８】
　本実施形態に係る液晶表示装置は、図１および図２に示すように、入力端子Ｅ１の近傍
にバス配線ＷＢを有している。バス配線ＷＢは、各種配線Ｗ１よりも配置される面積が大
きい。
【００１９】
　バス配線ＷＢと、入力端子Ｅ１との間にはフロート電極ＦＥが配置されている。フロー
ト電極ＦＥは放電誘導部ＦＥ１を有している。放電誘導部ＦＥ１の先端は、鋭角に尖って
いる。
【００２０】
　フロート電極ＦＥの放電誘導部ＦＥ１の先端は、抵抗部Ｒの放電誘導部Ｒ１の先端と対
向している。放電誘導部Ｒ１の先端も、鋭角に尖っている。抵抗部Ｒは、短絡線ＷＳと電
気的に接続されている。すなわち、フロート電極ＦＥの放電誘導部ＦＥ１と、抵抗部Ｒの
放電誘導部Ｒ１は、ともに鋭角の先端部を有し、その先端部が互いに対向するように配置
されている。
【００２１】
　本実施形態に係る液晶表示装置では、抵抗部Ｒは抵抗として薄膜トランジスタ（ＴＦＴ
）を有している。
【００２２】
　すなわち、バスラインＷＢに帯電した電荷は、入力端子Ｅ１に誘導されずフロート電極
ＦＥに誘導される。フロート電極ＦＥに誘導された電荷は、フロート電極ＦＥの放電誘導
部ＦＥ１から放電誘導部Ｒ１を介して抵抗部Ｒに誘導される。抵抗部Ｒに誘導された電荷
は、抵抗部Ｒを通過して短絡線ＷＳに誘導される。
【００２３】
　上記のように、バスラインＷＢと入力端子Ｅ１との間にフロート電極ＦＥを有し、フロ
ート電極ＦＥの放電誘導部ＦＥ１の先端と抵抗部Ｒの放電誘導部Ｒ１の先端とを対向させ
て配置することによって、バスラインＷＢに帯電した電荷が入力端子Ｅ１に誘導されるこ
とを防止することができる。
【００２４】
　したがって、上記のようにアレイ基板にフロート電極ＦＥと抵抗部Ｒを配置することに
よって、電荷が実装電極に誘導されることを防止し、表示画素の静電気破壊を防止して画
面異常等による不良を低下させることができる。
【００２５】
　対向基板４は、表示部ＤＹＰにおいて、全表示画素ＰＸに共通の対向電極ＣＥを備えて
いる。対向電極ＣＥは、インジウム・ティン・オキサイド（ＩＴＯ）等の光透過性を有す
る導電性部材によって形成されている。対向電極ＣＥの表面は、配向膜（図示せず）によ
って覆われている。
【００２６】
　アレイ基板３と対向基板４とは、画素電極ＰＥ上の配向膜（図示せず）と対向電極ＣＥ
上の配向膜とが対向する状態で配設され、これらの間に液晶層ＬＱを介してシール部材（
図示せず）によって貼り合わせられている。液晶層ＬＱは、アレイ基板３と対向基板４と
の空間に封止された液晶組成物によって形成されている。
【００２７】
　アレイ基板３と対向基板４とは、液晶層ＬＱとは反対側となる主面に取り付けられた偏
光板（図示せず）を有している。
【００２８】
　カラー表示タイプの液晶表示装置の液晶表示パネル１は、複数種類の表示画素、例えば
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なわち、赤色画素は、赤色の主波長の光を透過する赤色カラーフィルタを備えている。緑
色画素は、緑色の主波長の光を透過する緑色カラーフィルタを備えている。青色画素は、
青色の主波長の光を透過する青色カラーフィルタを備えている。これらカラーフィルタか
ら成るカラーフィルタ層（図示せず）は、対向基板４の表示部ＤＹＰにおいて液晶層ＬＱ
側の主面に配置される。
【００２９】
　また、対向基板４の各カラーフィルタ間（すなわち表示画素間）、及び表示部の周囲に
は、遮光層（図示せず）が形成されている。各カラーフィルタ間に形成された遮光層は、
アレイ基板３上の信号線Ｘ及び走査線Ｙに対向するように配置されている。この遮光層は
、例えば、黒色に着色された着色樹脂によって形成される。
【００３０】
　上記のように、本実施形態に係る液晶表示装置によれば、表示画素の静電気破壊を防止
して画面異常等による不良を低下させ、生産歩留まりを向上させる液晶表示装置を提供す
ることができる。
【００３１】
　本実施形態に係る液晶表示装置では、抵抗部Ｒが抵抗としてＴＦＴを有している。抵抗
部Ｒに配置されるＴＦＴは画素スイッチＳＷとして配置されるＴＦＴとそのサイズ（Ｗ／
Ｌ）が異なっているのみであるので、抵抗部Ｒを形成するために製造工程数を増加させる
ことはない。
【００３２】
　すなわち、本実施形態に係る液晶表示装置によれは、製造工程数を増加させることなく
表示画素の静電気破壊を防止することができる。
【００３３】
　なお、この発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではそ
の要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。
【００３４】
　また、上記実施形態に開示されている複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発
明を形成できる。例えば、実施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除し
てもよい。更に、異なる実施形態に亘る構成要素を適宜組み合せてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の一実施の形態に係る液晶表示装置の一例を概略的に示す図。
【図２】図１に示す液晶表示装置の実装電極の近傍の構成の一例を説明するための図。
【符号の説明】
【００３６】
３…アレイ基板、４…対向基板、ＬＱ…液晶層、ＰＸ…表示画素、ＤＹＰ…表示部、Ｅ１
…入力電極（実装電極）、ＷＢ…バス配線、ＥＦ…フロート電極、ＥＦ１…第１電荷誘導
部、Ｒ…抵抗部、Ｒ１…第２電荷誘導部、ＷＳ…短絡線。
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